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持続可能な開発目標（SDGs）とは？

MDGs=現代世界の開発の課題を緩和するため（貧困）

SDGs=MDGs+時間
MDGsの課題緩和をしながら

将来にわたって緩和する／悪化させない

ための目標
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３次元から４次元へ

ベースとしての

ミレニアム開発目標
（MDGs）
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ミレニアム開発目標(MDGs)
- 2015年の国際開発目標 -
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外務省ホームページより
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Post MDGs=
Remaining 
Progress in 
Development 
Agenda

外務省ホームページより

主たるMDGsの評価
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評価された点 改善すべき点

内容：

•貧困レベル等の改善、開発援助の増進、多
様なステークホルダーの参加促進（UNGA 
2011a; UNDP 2011）
目標設定：
•セクター間のリンケージ（Vandermoortele
2011）
•明確で包括的な目標設定
制度のあり方：
•効果的な実践を確保するための制度の存在
•結果ベースのマネジメント方法（Result‐base 
management）の定着化
資金確保：
•ODAの増加、途上国で貧困撲滅などに関す
る政策の優先順位を上げた（Moss 2010; 
Pollard et al. 2010; Manning 2010; 
Verdermoortele 2011）

•各MDG目標における具体性と包括性欠如
によりいくつかのMDGsは達成できず
⇒実効性の強化が必要

•MDGsは “One size fits all”型
⇒各国や各目標の達成度における「ギャッ
プ」が存在（Verdenmoortele 2011）
⇒重要課題も含めたユニバーサルな目標設
定と（国・地域・地方等）個別目標

•MDGs達成後の目標、課題間のリンケージ
が欠如⇒その後のロードマップが見えない
⇒中間目標（intermediate）目標を定め、目
標達成の基準を明確化（Poku et al. 2011; 
Moss 2010; Verdenmortele 2011; Guardian 
2010; Koehler et al, 2012）.

しかし、いまや・・・

MDGsの課題
は

地球環境問題
と負の連鎖
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 貧困回避のための都市人口の集中による都市環境の悪化・
ヒートアイランド現象の助長

 養殖（食糧確保）のためのマングローブ伐採による低海抜
地域の脆弱性増大

 海面上昇の食糧生産や都市インフラへの影響（バングラデ
シュやインドネシア等）

 気温上昇のサブサハラ・アフリカへの影響（全球2℃⇒サ
ブサハラ3℃）による食糧、水、衛生等への影響

ミレニアム開発目標（MDGs）
から

持続可能な開発目標（SDGs）
へ

SDGs=MDGs+時間
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1992年 環境と開発に関する国連会議（UNCED：地球サミット）

⇒「環境と開発に関するリオ宣⾔」「アジェンダ21」の採択

⇒「気候変動枠組み条約（UNFCCC）」「⽣物多様性条約（CBD）」の採択

⇒「地球環境ファシリティ（GEF）」「国連持続可能な開発委員会（UNCSD）」の創設

2002年 持続可能な開発に関する世界⾸脳会議
（WSSD：ヨハネスブルグ・サミット）
⇒「ヨハネスブルグ実施計画」の採択

1972年 国連⼈間環境会議 （ストックホルム会議）

1987年 『ブルントランド委員会報告書 (Brundtland Report)

－Our Common Future－』

2012年 国連持続可能な開発会議 （UNCSD, Rio+20）

環境と開発に関連した国際動向環境と開発に関連した国際動向 ミレニアム開発⽬標に関連した国際動向ミレニアム開発⽬標に関連した国際動向

1995年 世界社会開発サミット

2000年 国連ミレニアムサミット

⇒「ミレニアム宣⾔」の採択

⇒「ミレニアム開発⽬標（MDGs）」の検討、採択（2001年）

2015年以降の「開発」アジェンダ／持続可能な開発⽬標（SDGs）
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リオ＋20の結果策定することとなった、
ミレニアム開発目標（MDGs）後（＝2015年以降）の

『開発』目標に統合される国際目標

・簡潔であること
・わかりやすいこと
・普遍的なもの（途上国だけが対象ではない）
・2015年までに策定
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リオ＋20成果文書“The Future We Want”における
SDGsへの言及

Para Substance and Principles Process

245 MDGsは、特異的な開発利得の達成に焦点を当てる中で有用なツール

246 2015年以降の国連開発アジェンダと整合的であると同時に同アジェンダ
へ統合
国連システム全体における持続可能な開発の実施及び主流化の原動力
の役割を果たすべき

247 すべての国々にとって行動指向で、簡潔で伝達しやすく、限られた数で、
向上心があり、グローバルな性質で、普遍的に適用可能なものであるべ
き

各国政府は、適宜、関連する全てのステークホルダーを
積極的に関与させながら、実施を先導

248 全てのステークホルダーへ開かれたSDGsに関する包括
的且つ透明な政府間交渉プロセスの立ち上げに合意：
オープンな作業部会は加盟諸国から指名される30名の専
門家で構成される：同部会は第68回国連総会【２０１３年）
の会合へ、SDGsの提案を盛り込んだ報告書を提出

249 作業の進捗に関する報告書は定期的に、国連総会向け
に作成

250 様々な国別の状況、能力及び開発レベルを考慮に入れつつ、評価され、
ターゲットと指標を設ける必要

251 持続可能な開発に関して世界的な、統合型の、科学的根拠に基づく情報
が必要とされていると認識：特に開発途上国向けに、資金源の動員と能
力開発をコミット

持続可能な開発目標（SDGs）
の

『目標』
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David Griggs, Mark Stafford‐Smith, Owen Gaffney, Johan Rockstrom, Marcus C Ohman, Priay Shyamsundar, Will Steffen, Gisbert Glaser, 
Norichika Kanie and Ian Noble, ‘Sustainable Development Goals for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013).  12
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人類世 Anthropocene

「持続可能な開発目標」で目指す「持続可能性」とは?

Development that meets 
the needs of the present 
while safeguarding Earth’s 
life‐support system, on 
which the welfare of 
current and future 
generations depends

現在及び将来の世代の人
類の繁栄が依存している
地球の生命維持システム
を保護しつつ、現在の世
代の欲求を満足させるよう
な開発

人類世における「持続
可能な開発」の再定義

将来の世代の
欲求を満たし
つつ、現在の
世代の欲求も
満足させるよ
うな開発

人間活動が地球の
行末を決める時代



2013 TIME19501900

現時点

現代人の思考・
制度のベース

開発と環境の課題解決への2つの悪影響
「開発」の環境変化への悪影響（i.e. 工業化による温暖化、森林伐採への悪影響）

環境変化の「開発」への悪影響（i.e. 温暖化による食物生産への悪影響）

人類世へ完新世

‘Sustainable Development Goals for People and Planet.’ Nature (Vol 495, 21 March 2013). By 
David Griggs, Mark Stafford‐Smith, Owen Gaffney, Johan Rockstrom, Marcus C Ohman, Priay
Shyamsundar, Will Steffen, Gisbert Glaser, Norichika Kanie and Ian Noble 13

パラダイムを変え
る起爆剤がSDGs

持続可能な開発目標
（SDGs）の役割は？

POST2015（環境総合推進費S-11プロジェクト）の考え
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SDGs=MDGs+時間
SDGsの役割

 発展のために必要な条件を保つ

 発展のための阻害要因を排除する

そのために…
1. 地球環境（前提条件）を悪化させない

2. 災害・戦争等発展の急な阻害要因を避ける
／回復力を確保する

3. 資源を確保する

＝途上国対象（MDGs）→すべての国対象へ
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 多くは物理的条件よりも配分の問題

 レジリエント（resilient)な仕組みを作
る

 今までの条約－議定書とは異なるアプ
ローチで課題に対峙する（気候変動、
生物多様性など）
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発展のために必要な条件を保つ
発展のための阻害要因を排除する
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16‐29 Sep. 
(NY)

69th UNGA 

SDGs / Post MDGs Process (as of 20 February 2014)

1‐2 Jul.  (NY)
The Role of Partnerships and 
their Contribution to the Post‐
2015 Development Agenda

30 Jun.‐3 Jul. (NY)  
HLPF

Non‐ministerial meeting
7‐9 Jul. (NY)  

High‐level aspect of the Forum

OWG (NY)
31 Mar.‐
4 Apr

1 Sep. (NY)  
High‐level 
Stock Taking 
Event on Post‐
2015 Agenda

1‐12 Dec. 
(Peru)

UNFCCC COP 
20/CMP 10

3‐5 Mar.  5‐9 May

16‐20 Jun. 

14‐18 Jul. 

2013 2014 2015

Sep. (NY)
70th UNGA 

Jul. 
UNSG’s 
Report

Approval 
by UNGA

Expert Committee on 
a Sustainable Development Financing 

Strategy Integrating
Post MDGs 
and SDGs 
processUN SG High‐Level 

Panel (Jul. 2012 ‐
May 2013)

Consultations by 
theme/country

Sep.
(NY)
68th 
UNGA

Expert Group Meeting on Science and SDGs (Mar. 2013 ~)
Technical Support Team
Expert Group

30 Nov.
‐11 Dec. 
(Paris)

UNFCCC COP 
21/CMP 11

14‐18 Mar. 
(Sendai, 
Japan)

3rd World 
Conference on 
Disaster Risk 
Reduction

10‐12 Nov. 
(Aichi, 
Japan)  
World 

Conference 
on ESD

4‐8 Nov. 
(Okayama, 
Japan)  

Stakeholder 
Meetings, 
World 

Conference on 
ESD

New York Workshop on Governance 
“of” and “for” SDGs （1Feb)

 約20人ずつの研究者と実務家（国連関係者、交渉担当者（含OWG議
長）、NGOなど）による集中討議

 重層的目標

– システム変化にかかる課題をマクロ目標に

– ターゲットは地球規模、地域レベル、国レベルで選択可能なリス
トに（マクロ目標とリンク）

 ガバナンス

– 異なる解釈【ガバメント／法の支配／ステークホルダーの参加／プ
ロセス】→整理の必要性

– 単独目標のみのアプローチは不十分

– ガバナンス目標を作るのであれば、国レベルのみでなく国連レベル
のガバナンスも扱う必要あり

– 既存レジームとSDGとのリンクを構築、住み分け

する重要性
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 Resilience is an important element of sustainability 
governance
 Learning from the experience from East Japan 

Earthquake, Tsunami and Fukushima Nuclear disaster

 Trans‐disciplinary research and education are 
important element for realizing sustainable 
development (natural, social science working with 
stakeholders)
 Future Earth considers SDGs as an exemplary case
 Future Earth may plan important role in the process of 

SDG implementation after 2015

 SDGs are already happening
 i.e. Climate adaptation finance
 How to institutionalize them from global to local levels of 

governance  ‐ governance challenge
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震災の教訓からＳＤＧへ

 レジリエントな制度設計：自律分散型のシステム
構築

– エネルギー意思決定

– 災害リスク管理における地域社会の役割と官民連
携（世界銀行『大規模災害から学ぶ：東日本大震災
からの教訓』2012年）

– 中央－地方関係のバランス（例：金融システム安定
化、復興政策の調整などは政府の役割）

 Effective Governance (ガバナンスの能力構築）
…組織・法制度の整備が迅速な復旧を促す
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目標（Goals) – ターゲット –指標（Indicators）の関係
と

普遍性（グローバル） ‐多様性（個別性）
の関係


